
4 広報 

新春を飾る仙北市消防出初式が、1月5日、市
民会館で開催され、市連合消防団25分団（角館消
防団9分団、田沢湖消防団9分団、西木消防団7分
団）から団員約550人が参加しました。
市民会館駐車場では、団員がきびきびとした

動作で分列行進を行い、今年１年の防災の決意
を新たに活動をスタートしました。
市民会館で行われた式典では、石黒直次市長

が「消防の重要性を再認識され、輝かしい伝統
を受け継ぎ、より一層の結束を図りながら、各
種災害から市民の生命財産を守るという消防精
神を堅持し、更なるご精進をお願いする」と式辞。
続いて、浅利重昭連合消防団長が「いつどこから
発生してくるかわからない災害に対し、瞬時に
対応すべく、一層の精進が必要。被害を最小限
に食い止めるため、予防活動に努め、市民と一

晴天のもと、きびきびとした動作で分列行進を行う
消防団員のみなさん
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体となって『安全で安心な住みよい街づくり』の
ため日々努力することを誓う」と、訓示が述べら
れました。
その後、これまで長年にわたり消防団員とし

て活躍されたみなさんの表彰が行われました。
受章者を代表して、田沢湖消防団第２分団田

口忠正分団長が「消防本来の使命達成のため、
なお一層の努力と技術向上に努め我が郷土を災
害から守り、市民福祉の増進に貢献すべく頑張
る覚悟」と謝辞を述べました。

市民会館で行われた式典。写真は石黒市長が式辞を
述べているところです。

浅利連合消防団長の訓示に続いて、表彰が行われま
した。写真は、田沢湖消防団第２分団の田口分団長
が知事表彰を受章しているところです。


